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特別の教科・道徳（道徳科）の内容項目一覧

身近にいる人に温かい心で接し、
親切にすること。



平成２６年１０月２１日 中教審答申
「道徳に係る教育課程の改善等について」

• 道徳の時間において、読み物の登場人物の心情理解のみに
偏った形式的な指導が行われる例がある

• 発達の段階などを十分に踏まえず、児童生徒に望ましいと思
われる分かりきったことを言わせたり書かせたりする授業にな
っている例がある

• 多くの課題が指摘されている



自分だったらどうする？

一番よい方法は？
自分たちでやってみよう！

自我関与 役割演技問題解決

自分事として
深く考える

議論を通して
考える

身体も使って
深く考える

教材を読むだけの「読み物道徳」から、
「考え、議論する道徳」への転換を目指す」



道徳科における質の高い多様な指導方法について
（イメージ）

×

読み物教材の登場
人物の自我関与が
中心の学習

問題解決的な学習 道徳的行為に関す
る体験的な学習 ×

登場人物
の心情理
解のみの
指導

教材の登場人物の
判断や心情を自分
との関わりの中で
多面的・多角的に
考えることを通して、
道徳的諸価値の理
解を深める。

問題解決的な学習
を通して、道徳的な
問題を多面的・多
角的に考え、児童
生徒一人一人が生
きる上で出会う
様々な問題や課題
を主体的に解決す
るために必要な資
質・能力を養う。

役割演技などの疑
似体験的な表現活
動を通して、道徳的
価値の理解を深め、
様々な課題や問題
を主体的に解決す
るために必要な資
質・能力を養う。

主題やね
らいの設
定が不十
分な単な
る生活経
験

の話し合
い

自我関与 問題解決
的学習

体験的

自らの問いに向かっ
て真剣に考え議論す
る学習

離

子
ど
も
と
作
る

生
き
た
授
業

深
く
考
え
た

く
な
る

破守

テーマ発問型場面発問型



①内容項目をどう考えるか
②教材をどう読むか
③深く考えるきっかけとなる「真の問い」をどうつくるか
④真剣に議論する「問い返し」をどれだけ考えられるか
⑤板書どのようにつくるか
⑥子どもたちの学び合いの場をいかに演出するか
⑦いかにして実生活につなぐか

⑧何を学んだのかをいかに子どもたちに自己評価させる
か
⑨どのようにして授業に一本筋を通すか

⑩いかにして目の前の子どもたちとしかできない授業を
つくりあげるか

教材を読むだけの「読み物道徳」から、
「考え、議論する道徳」への転換を目指す」



親切にする

人に言われて

行為の裏付けになる価値

行為のもとにあるもの

その行為を生むもの

深 層 ②

無意識に
しないといけない

きまりだから

それが当たり前

勇気を出して

人には親切にするものだから

相手を思う心

つらそうだ、なんとかしたい

表 層

深 層 ①



深く考え、議論する道徳授業の
ポイント

①テーマをポンと与える

②「おや？」と思わせる

③子どもとともにテーマを「問い」に変容させる

④「問い」に対する気づき、わかりを子どもの言葉でまとめる

⑤始めと終わりの自分を較べさせる

子どもたちが、よりよく生きる一歩を踏み出す
きっかけとなる授業づくりを目指して・・・



発問のポイント

□テーマに向かった問い

①学習者の意識の比較

②登場人物の比較

③主人公の意識の変容の比較

④場面の比較

⑤仮説を立てた比較（教材に描かれていない世界の比較）

⑥行為を生む動機・本質的な「大本の心」の比較



発問のポイント

⑥行為を生む動機・本質的な「大本の心」の比較

おおかみのしたこと

力自慢したい
面白そう

くまさんへの
恩返し

人には親切に

自分がされて嬉し
かったことを人に
してあげたい

他律的
外発的

自律的
義務的

自立的
内発的
躍動的

これにかぎる



板書をつくる

やさしくすると
（始めの認識）
○相手が喜ぶ
ほめられる

○月△日□回

授業中の化学反応

？→！
みえないものを
みせる

まとめ
・キーワード
・自分の言葉
・「はじめ」
「分かった」
「いいなあ」
「これからは」

やさしくすると
（意識の変容）
○相手が嬉しいと
自分も嬉しい



発問（問い）の類型

Ａ 場面を把握したり、確認したりするための発問

→誰が出てきましたか。その時の気持ちは？

Ｂ 問題の所在を探り、改善方法を判断させる発問

→問題となるのはどこか、よりよい方法は何か。

Ｃ 本質を深く考えさせるための発問

→なぜこのような行動をとることができたのか

Ｄ 子どもたちの発言を生かしながら、更に深く追究

するための発問



発問の４つの類型

Ａ 閉じた発問、動かない発問

• 場面を把握したり、確認したりするための発問

Ｂ 整理する発問

Ｃ 開かれた発問、大きな発問

• 本質を深く考えさせるための発問

Ｄ 追究する発問、ゆれる発問

• 子どもたちの発言を生かしながら、更に深く追
究するための発問



発問の４つの類型

Ａの発問は、場面ごとに登場人物の気持ちを聞いていくという展開が
一般的である。

Bの発問は、問題の所在を明確にして、最善解を検討していく展開が
一般的である。

Ｃは、全体を通してテーマとなり得るような大きな発問であり、１時
間の授業を通して一貫して意識されるものになるべきである。

Ｄは、教師の投げかけから始まり、次第に子ども自身への問題意識を
喚起するような発問で、この類の発問はいつしか子ども自身の「問
い」へと変容する。つまり、「発問」というより思考を揺さぶる「問
い」と言うべきものであり、教師「問い返し」が必要となる。



テーマ型授業の体系
（アルファベット：教師の手立て 数字：子どもの活動）

A:教師が子どもの問題意識を喚起するような問いを投げかける。
１．是非とも考えたいと思う問いを持つ
２．問いに関して、自分なりの予想を立てる
３．みんなが立てた予想を分類する
４．予想を資料を読んで確かめる。
Ｂ：子どもの反応を適切な言葉を使って意味づけし、

価値を構造的に分析させ、知的理解を図る。
（板書の工夫をする）
①みんなが立てた予想を具体的に確認し合う。
②予想以外の新しい考え方を見つける
Ｃ：教師の考えも、必要に応じて子どもに問いかける
（発問の工夫をする）

５．新しい考え方を自分の目標に照らし合わせて確認し合う。
６．学んだことを自分自身の行動に生かそうとする



内容項目理解

• 概念崩し

• 知っているつもりが分かっていなかったことに対する意識のズレ

• 修正本能

• 問題意識

• 観点の多面的・多角的な広がり

• 発見

• 読みの変容



教材をどう読むか

□一人の人間として読む

・価値に縛られずに読む

□人間のよさから読む

・善悪併せ持つ人間の、「よりよく生きる」面から

□価値を構造的に読む

・価値は単体では成り立っていない

□多面的・多角的に読む

・批判的に読む



発問研究

•何がしたいのか

•子どもたちをどこにもっていきたいのか

•一つで1時間もつ

•自ずとストーリーを把握できる

•自ずと自分自身を重ねる

•自ずと多面的・多角的な視点が身につく



•知的理解

• わかった！

• なるほど、そういうことか

•情的理解

• いいなあ

• すてきだなあ、そういう人になりたいなあ

•実践意欲

• やってみたいなあ



ねらいの具体化・複数化

•知的理解

• 人に親切にするよさがわかる

•情的理解

• そのような心をいいなあ、と思う

•実践意欲

• そのような心が自分の中にもあることに気づき、実生活で
やってみようとする



板書のポイント

•なんといっても発問を工夫し板書に視覚的に反映

•タイトルを利用する（当たり前（「そういうものだ」を覆す）

•一つの方向を共有できたら、その対極を意識して書く

•問い返しの引き出しを増やし、板書を発展させる

•板書にはゴールを明示

•よりよい世界を子どもに見つけさせるスキを作る（全て書かな
い。子どもに書かせる）

•道徳ノートと連動させる



□Facebook・・・www.facebook.com/groups/ktodoutoku/

オンラインサロンもやってます

□Instagram・・・「KTO.nob」

□Twitter・・・・＠nobrand1960

フェイスブック

インスタグラム

最新情報をチェックしてください

ツイッター

http://www.facebook.com/groups/ktodoutoku/

